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^

人

セ

尤，̂

.
:
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ゼ

著

蓥

行

す

：る

兔

：

1 |
し

、て

全

臞

は

倘

入

: ^
先

狩

す.
る

と

い
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^
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荃

餿

が
辘..
の
撖
動*
忐
七
:̂

又
：は
ム
撣
の
神
祕
的
な
：

「

不
意
：の
出
現#

と
し
：て
部
分
を4
惹
起
す.
S:「

生
ぜ
，し.め
る
'
-

「

作 

ゎ
出
す」 .
こ.
と
を
意
味
す
考
の
セ
は&:
い>
知

く

.の
如
き
は
原
因
的
考
察
セ
あ
ら
ぅ

:9
斯
る
考
寒 

於

：て
は
決
し5

等
め.
她
妆
を
も
占
め
得
欢
：

5
め

セ
|

^
:

若
ル
^
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灌
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又r

も

ブ

と

し

て

，
把

捉

サ

ら

れ

、

そ

れ

蠢

で

.(

軍
獨
’；

に)

裳

し

得

る

で.
あ
ら
ぅ
。
同
様
に
、
部
分

は

(

全
體
ッ
ト 

に)

證

せ

ら

れ

た

片•
個
體
と
し
て
捕
捉
せ.ら
れ
、
こ
れI

體
が
f

し
、.
ま

た

こ

れ

義
f

反
作
用
すl

l

l

f

 

併
I

乍
ら
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か
'
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原
因
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讓
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智
I

す
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I
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、I

線

合

雜

的
l

i

l

i

l

f

る
4

で

活

の

內

的

條f

同
一
：の
條

件

は、
.

墓

墓

g

囊

l

i

i

中
I
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同
 

一.

I

着

則

'

道

德

匿

】

'

の

協

同
I

にI

あ
て
は
l

i

今

他

人

湯

し
f

つ
關
係t

 (

個

蕴
 

て

U

自_
! #

〃
 

の
關
I

な

く

、'從
つ
てI

私
に
未
知I

、

f

束
縛
す
f

の

と

の
醫

|

 
く
、

I

f

 
I

 

し

め

讀

せ

し

め

，

而

し

て

最

後

.

に

私

自

身I

神

的

に
I

化

せ

し

め

る

蟹

で

あ

る

。

.

1

1

1

^

^

'•

道
德
的
な
るA
の
'の*
質
は
斯
ぅ
：で'|
>'
'る

1

他
入
と
ー
の
關
係
め
中
に
：旣

.
に
個
人
の
內
的
：生
存
條
件
が
含
ま
れ
て
表
る
か
ら
、
個
人
道 

德
的
な
も

.0
:は
^
跗
會
道
德
的
な
も
の
で
：あ
：泠

：
：義
務

_

ヤ
：つ
み
ー
.
|̂

的
^̂

七
し
；て0

現
は
れ
浴;:
<
>
而

：
し
：
：
て

私

ば

：
そ

0

客

觀

的

：
，
精

神

的

な

も

^

言

す

れ

：ぱ

、
精

刺

的

協

同

胁

會

が

.實

現

せ

ら

ル

る

と

5.

ふ
方
法
で
、
そ^ :
に
參
加
す
る̂

み
^

あ

るo

社
會
的.
な
；も
の
ぢ
そ
常
に
道
他
心
内

'
 

な

も0:
、
第「

1「

形

式2
:

り

、' 

而

し

そ

，
個

人

的

な

も

：

0

は

派

生

的

形

式

；で
あ

..
る.
。.
：
即

ち

普

遍

主

義

的

見

解

杧

從

.

へ'
ば
、'客
観

的

，
精
# 

^

な
る
%「

の
、̂

命
法
邛
は
ま
た'.
分
般
的
な.
個
人
精.
科
の
道
德
法
則_
で
:%
あ
る
：°

個
人
精
神.
ゆ
た
^

o
e

z
w

e
iu

n
g

 
.

，
に

於

て

の

み

實

現

' 

さ
れ
姿
か
ら
、*

A

そ

れ

；が

答

觀

的

な

; ?
>

の
、
，̂
1
1
社
會
；
.
へ»

加

す
;^
^
0
:

に
龄
て
道
德
的
セ
あ
る
？
社
會
道
德

：

は
今
や
第‘一

次
的
に
': 

し
そ
在
：つ.
本
來
的
な̂

<0
;:
で
あ
；る̂

み
尨
ら
歲
パ
究
極
に.
於
：て
唯

---

の
道
德.
で
；
あ

る

。

.
，祯
务
な
加
輿
助
會
道
德
の
み
が
ま
た
肢
體
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個■:

::

こ
.や
見
懈
ば_
充
プ̂

ト
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>
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闺

家■
IIQ,

支

招

者̂
あ

產

ぺ,;
4
'^
4

_
の

.^
に
#

-1
,て
^
る
。»
家
^

厚
祀«
め»
持

靠

遲
*
き

'̂
れ
自
濃
徹
；頭
覺
道
德
的«
^

で̂
あ
葛_

-̂
善
：の
寶
體.
で
：
あ

^
テ 

得
取
故
：何
と
篇
れ
ば
、
不

遒

馨

重§
ぽ

精

神

的

量

め
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:
本
質
に
反
す
名
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セ
，あ.
る
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(
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e
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d
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5
0
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5

•
邦
譯
八 
0

|
九
$ :
頁
0 

... 

* 

■

a

く
て
吾
：々'
は
#11
週
在_

に
於
サ
る
國
家' 0
' ^
廣
'.,
$:
究
明
1>
よ
ぅ
9

グ
チ
パ
シ
に
よ
れ
ば
、

一
切
の
眞JH
な
る
全
體
性
は
部
分
的
諸 

佥
體
性
七
於
：イ
政
楷
を
形
造
欠|#
っ

そ

事

實

；上

、

部

:#
的
杀
體
及
び4}
{
1
全

體

の

段

階

蓮

、
階
瞥
序
列
.よ
り
成
立
ず
る
:0 

•(
D

^ n
't
Ii
I::
)ly
が
設
け
ら
れ
るo 

(
一

)

線
合
金
體(

例
へ
ば
人
間
社
會)

、(

ニ)

部
分
的
金
體
性C

例
へ
ば
國
家)

、(

三)

部
分
的
金
體
の• ! 

に
在
る
中
全
體
性
、，

(

俱)

.
肢
體
浩
し
く
は
個-
<
0
M

し.
て
斯
る
；系
列
中
に
於
け
る
部
分
的
全
體
胜
の
本
質
は
%

ぅ
考.
へ
ら
t

ね
.ば
な
ら

ぬ
。
: 

. 

:

'

-

.

.* 
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.
* 

.
* 

• 

• 

• 

' 

V 

.

.

.

.
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.

.

.

. 

....

一

切

の

全

體

：は

、

そ

れ

が

.
現

實

性4
' #
在

と.
を

贏.
ち

得

る

爲

め

に
'は
：、

內

容

的

に

異

っ

た

諸

部

分

的

.
金
體
に
.解
體
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら 

ぬ

こ

れ

は

踪

合

全

體

其

の

：も

，の

.
が
何
等
の
獨
自
な
る
規
定
性
、#

在
を
有
せ
ず
、
殆
ど
何
等
の
特
殊
な
る
實
體
を
も
有
し
な
い
と
謂

v  

....

ぐ.
'...

：*.

ふ̂

本
事
實
よ
り
必
然
的
に
生
ず
る
こ
と
で
あ
る

O

人
間
社
會
は
そ
れ
自
體
と
し
て

.

は
何
處'

に
も
見
出
さ
，れ

得

な

い

が

、

國

^
^
^
具 

體
化
せ
ら
れ
た
特
殊
だ
部
分
的
各
體

^

と
し
て
は
じ
め
て
現
れ
，て
來
る

0

 

'

即
ち
部
分
的
全
體
が
は
じ
め
：て
固

^

な
規
定
性
、
具
體
的 

な

實

體

墓
0
.

吞

|

バ1
;

>

。.
.

；
斯
く
の
：如

觀

分

的

全

體

と

』

て
(0

^

 

I

癖

成

物

で

あ

っ

て

、

一
っ
：

C

職

分

協

同

體 

で.

あ
：るO

M

し

其

は

單

l:f

職

分

協

同

體
J

な

く

、
.

そ
C

■

貧

が

包

掛

的

逢

：る
ぞ
い
ふ

職
分
協
^

體
で
あ
る0

'
そ
れ
は
恰
も
精
刺
的
な
る
も
の
\
領
域
に
於
て
形
而
上
的
な
る
も
の
が

®

11
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
銃
一
が
保
た 

れ
る
と
:̂
«

:;
^

行
;®
，

野
^

於
て
も
、#
#

，
0
0

機
關(

組
織)

が
優
越
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
銃
一
が^

た
^

ね
ば
な
ら
な
い
。 

即
ち
國
家
は
最'?
>
普
遍.
的

啟

耝

織

ヤ

沓

ぶ

斯

石

鈕

織

そ

：の
：も

：
の

去

し

て

は

、

そ

の

■

力

に

よ
り總
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の
組
織
の
_

と
な.る
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T

ンI

エ
の
財
政
學
は
前
述
の
如
き
シ
ュ
バ
ジ
-
の
齊
鐵
主
薪
の̂

明
す
I

こ
ろ
I

る
C
I

V.

普
I

義
I

f

 
f

 
^

ら
正
し
き
國
家
經
濟§
列
に
再
び
引
き
ぁ
げ
や
ぅ
と
.
す
ふ
の
で
ぁ.
る
0
?
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g
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g
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a
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V
I.

以
下
私
は
ア
ン
ド
レK

が
稱
し
て「

新
國
家
經
濟
論」

と
做
す
S

I

の.
財

政

學

を

、

興

の

茶

礎

理

論

と

課

税

原

.理

と

に

分

っ

て 

m

明

し

ょ

ぅ

。

戈
づ
ア
ンK

ヤ

な

名

名

辭

を

使

用

：す

る

o

無
論
か
.
る
名
辭
の
使
用
は
ア
ン
ド 

レ
エ
玄
以
て
はt

ま
る
も
の
で
は
な
い
。
古
い
意
味
の
そ
れ
は
旣
に
ロ
レ
ン
ッ
•
フ
ォ
ン
•
シ
ュ
タ
ィ
ン
に
依
っ
て
用
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ザ
ッ
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リ
ッ
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‘
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を
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し
て
居
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.然
ら
ば
ア
ン
ド
レ
エ
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國

家

經

濟

在

如

何|
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又
そ.
れ

は

他
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別

經

濟
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國

民

經

濟

と
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何
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關
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彼
れ
に
從.
へ
ば
、
個
別
經
濟
及
び
國
家
經
濟
は
.I

般

に

明

白

な

る

特

牲

.を

も

.

つ
て
居
る
。
即
ち
こ
れ
等
は
共
に
意
識
的
に
造
ら
れ
た 

る
欲
變
足
の
仕
組
み
を
も
つ
て
居
る
。
然
る
S

民

經

濟

；は

無

意

識

的

に

生

ず

.
る
全.
體
で
あ
^

斯
く
の
如1

の
と
し
て
の
全 

體
は
決
し
て
經
濟
行
爲
を
行
ふ
も
の
で
は
，な
い
'

併
し
乍
ら
國.
民
經
濟
は
、
彼
れ
に'ょ
れ
ば
、：一

般
に
考
ベ
fe
れ

.て

居

る

や

ぅ

な

個

別 

轺
濟
の
總
和
で
は
な
く
弋、
' 
そ
れ
以
上
比
八；

有
機
的
な
組
織̂

し
'
て
；發

坐

す

る

名
：：

の
セ
：
あ

：る
9

而
し
セ
か 
>

る

國

：民
經
濟の
苻
在
を
：
可 

能
な
ら
し
め
る̂

の
は
' 
:
必
要
缺
：く
可
ら
ざ
る
坐
產
要
因
と
し
：て
；の
國
家
で
あ
る

';.

0
:_

家
故
0
1
0
社
會
的
紐
織
形|
^

1>
て.
の
國
家
、 

(

ニ)

經
濟
手
段.
と
；し
て
の
國
家
、
；

(

三
.

)
(

國
庳
收
入
.

理
論
に
於
て
は
何
等
の
關
係
も

.
な
い
。'.其
は

法

律

學:*
'
社

會

擧.
に
»
す 

般
に
經
濟
的
な 

皇

義

に

於

て

把

捉

す

る

パ即

ち

此

の場
合
、
國
家
行
爲

經

濟

：の

前

提

の

も

と

に

論

ぜ

ち

れ

る

o 
,
第

三

：
の
.
概

念

ぼ

國

家
.
の..
經

濟

を

他( 6:
總

：
で
'
の

龃
織
さ
れ
た
る
手
段
組
織
と
し
.
て
緙
解
ず
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば'/:
>
。か
：|
尝
ー
個
の
；概
念
は
並# .
す
る
も
の
；で
は
な
ぃ-0第

11:1.の

概
念
は 

普

：
蟹

：
義
の
：
財

政

學

へ

 

J
 

<：

五

三七 ；}



普
！1:̂
義̂

財
政
學
.

?

て

し 

六

四

C
IO

 

¥
1

.
の.
そ

れ

に

、
l

l

n

l

l

第】

：
靡

れ®

れ
^

て

狹

途

せ
：

ら

れ

、
，
ま

た

：孅

て

の

國

家

經

濟

的

行

爲

は

社

會

的

同

的

把

從

屬

ず

る

(0
で
«>
る

〒)

0
:

.('->
,

'-b
l
「 Grundlegung, s

s
'
l
^

 

:
:
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'
-
:
!

.■入
：,..

I

ば

、
，
個

別
I

と

國

屋
5

は
如
I

養

燈

於

て

社

會

的

生

產

物

にI

す
I

國
家
は
S

に

讀
 

.
そ

の

打

爲

名

ひ

、
祐

.
ル
て.
力
>
る
任
務
遂
行
に
必
要
聲

H

学
段
1
,

1

。
激
し
i

濟
と
公
經
濟I
.

間
鐘
一
重
の
意
味
に
於.
け
，るI

が
あ
る
，
第
一
に

.
個
別
經
濟

f

彼
i

的
I

繁

I

 
i

f

 
I

利
心
雪

て
f

れ
I

t

マ

^̂
^

を
も
考
慮
す
る̂

し
か
、'
る
達
は
個
人
的
利l

i

s

さ
れ
る
。
：
從
づ
て#

ニ
に
、.
彼
れ
S

ち
私
的
手
段
を
以
十
被
れS

的
目
的
を
追
求
す
る
。
然
る
に
財
唐
に
と
つ
て
は
、
第
一
に
、
私
的
|

と
謂
ふ 

こ
垚
あ
り
得
な
い
。
I

な

を

李

總

て

の
f

は
公
的
需
要I

た
す
爲
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
竺

に* 5
國 

機

關

と

し

て

蚤

馨

財

產

•
國
愦
及f

業

の

み

い

。f

 

i

、i

f

な

家
—

■ 

及
ひf

と
；

收
入i

を
■

て
居
る
。
-
こ
の
故
に
、
財
政
は
、
二
個

■

利
I

I

る

き

ろ

の

個

別

麗

に

對 

し
て
、I

8

l(

l

a

f
 

i
i
a
f
t
)

又
は
獲
得
經
濟

(

l

l

l

f
し
i

さ
れ
て
居
る
。
財
政
.は

讀

l

l

l

f

 

I

I

麗

裏

I

f

 
晨

l

i

ヲ

的
行
I

酬
I

I

取
f

 
I

’國
f

產

i

s

し
、
i

i

l

i

l

f

け
と
^

の
で
あ
るc

-
^

.::.

-

o
h
y
.

次
に.
國
家
に
於
け
る.
經
濟
原
則
の':
意
義
は
如
何̂

る
も
，の
かo.

ア
ン
ド
レ
エ
に
よ
れ
ば
、
國
家
經
濟
も
亦
他
の
經
濟
と
等
し
く
經
濟 

原
則.
の
：-?
)
と.
に
立
つ
？
：經
濟
原
則
に
從
ふ
之
七
は
兩
者
:<
?:
も.
同
檨
で
あ.
る
0
\
た
^

國
家
經.
濟
と
個
別
經
濟
と0

區
別
は
根
本
的
に
異
れ 

る.
！0
1的
設
定

-(
0,

中
に
在
芯0
ぺ
即
ち
個
別
經
濟
は
私
的
家
計
に
よ
つ
て
與
：へ

‘
ら
れ
た
直
接
の
，個
別
的
な
目
的
を
も
つ
'
て
居
るo

然
る.
に
、 

阈
家
々
計
に
與
へ
ら
れ
た
る
：苺
的
は
^
國
庫
收
入
的
に
觀
れ
ぼ
直
篇
.
で
あ
る
'
が
、
紐
し
國
家
そ
れ
自
體
が
經
濟
手
段
で
•
あ
る
限
り
、
國 

民
經
濟
の
目
的
が
掘
家
東
與
へ
ら
れ
、
:#
つ
て
と
の
意
味
に
於
て
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
目
的
は
國
庫
收
入
的
な
讓
經 

濟

.0
性
質
を
有
す
名
も.
の.
で
妨
ぶ
乂
て
、
_

國
揭
邂
搞
的
性
質
を
も
つ
も
め
で
あ
る
0

無

論

國

民

經

濟

_
に

於

て

收

益

の

多

い

こ

と

が

私

經 

濟
を
利
す
る.
場
合
に
は
、
こ- 0
收
益
性
は
圓
呙
避
濟.
の«

關
4

ル

て

，
國

家

經

濟

に

就

'て'
も
妥
當
す
る
。
斯
く
て
私
經
濟
的
收
益
性
と
國 

届
及
ガ
國
家
經
濟
例
生
產
胜
と*

間
：に
通
常
設̂

ら
れ
：'る
相
違
は
自
ふ
明
ち
か
と
な
る0

即

ち

；私

經

濟

は

自

己

の

爲

め

に

、
.
：
足

っ

て

直 

接
に
そ

:(
0

目

购
-?
:

追
味
す
る
!-
'
0
激
る
に
國
民
及
び
國«

經
濟
は
私
經
濟.
の

目

的

達

成

に

役

立

，
つ

.
も

の

で

あ-^
。

而

し

て

.
國

家

經

濟

の

也 

位
に
は1

.
一
っ' .の
趣
類
が
あ̂
o

m

:  
一.  #

 
:ー：般
國
浪
經
濟
允
屬
す
る
場
合
で
あ
.
る
0

此

の

場

合

、
”
：
特

殊

の

讨

政

理

論

と

い

ふ

も

の

ー

は

あ

り 

得

な

い

。

第
一

J

は

财

政

擧

文

倒

民

經

:̂
の

特

_
殊

機

關
:(
0
學

酒

-^
す
る
場
合
で
あ

^
;0
斯
く
す
る
石
き
、
一
般
國
段
經
濟
學
と
■は
關
係
，の 

な
^

新
國
家
經
濟
の
概
念
が
登
場
す
る0'
ま
炎
國
家
經
濟
允
漱
舞
濟
别:̂
も
の
が
あ
る
士
し
ヤ̂

: '
其
は
國
家
經
濟
と|9
別
經
濟
と
が 

同

1
.

で.
あ
名
と
如
ふ
意
味
で
は
な
か0.
却
つ
；て

::
'
_

案
經
濟
は
僩
別
經
濟
に
於
け
る
が
如':
<

猫
經
濟
钠
原
则
に
ょ0

ズ
論
ぜ
ら
れ
て
は 

_

、
_

め«
谀
擧. 

is 

C
5
I

九
し
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ノ
繁
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1

し
I

經
濟
行
爲
裳
入
調
键
：
S

遲

入

嘗

歐

糧

明

：霧

る

：ベ意

は

^
^
^

I

產

管

き

ャ
I

■

こ_

に_

す
る
*

民

經

濟

龜
f

し
：

れ
と
有
機
的■

係
i

f

い
ふ
必
然
性
がI
 

f
 
o
こQ
點
に
於
で
被
、■國
家
が
手

段

霞

經

濟

的に
歌
得
す
る^
し
て
も
、
叉
は
®
制
的
に
獲
得
す
る
と
し
て
も
同
様
で1

9
 

S

な
ら
ば
、
：I

I

場
合.
に'
於
5

_

的

參

べ

爲

か

尝
l

;-
°

f

證

的

を

寒

べ
：I

l

i

v

l

,1
:

s

.

t

1

蓄

し

國

家

が
I

警

民

馨
I

f

 
f

き
手
I

擇
f

て
、
，
,

れ
I

一
 

目
的
S

す
一
交
國 

着

猜
I

ふ
I

f

れ
M -
I

潜

I

f

l

だ
f

を

f

v

f

t

ぐ
ア
ン
f

レ
工
は
、S

經
濟
と
個
人

囊

と
m

s

濟

溫
S

ふ
け
れ

i

g

も
f

含

眞

が

相

異.
す
I

I

說.
い
で
i

兩
者
I

別

し
i
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一：
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.

.

.■ 

然
ら
ぱ
、I

I

民
經
濟
I

如
何
I

麗

S

I

霧

程

^̂̂
^

連
鄢
|

|

政
擧
の
必
要
缺
く
可I

る_

原
l

s

.

o

g

s

國

民

饔
 

S

識
す
る
。..
こ
れ
な
く
しS

、
滋
政
學
は..一

個
I

慶

I

經

薦
8

織

落
I

Q

I

 

濟
總
體
の
循
環S

透
し
I

れ
ぱ
I

ぬ

。
：
か

く

て

其

は

充

I

可

能

性

肅
 

肥

點

皇
f

む
け
な
け
れ
ばI

な
い
。
何
故
なI

’
生

産

に

於

て

收

益

塞

げ

雪

權
を
與
へ'
る
も
I

か
ら
で
あ
る
。
總
括
的I

へ
ば
、
財
政
學
は
之
を
國
民
經
濟
學
か
ら
f

離
し
て
論
ず
るV
義

セ

來

なV
。

.

“
以
上
( 6
:
說
朋
に4

:

つ
て
ー
ア：

ン
;K
レ」 .
干
に
於
け.
る
國
家
經
濟
の
：概
念
ほ
略
ュ
.
明
ち
於.
に

寒

つ

た

と

思

：ふ

0
'

然

ら̂

、
：
；
彼'.

は

讨

政’學Q

個

さ

部

門

、
,.,

例
'(

議

費

論

：：

.
•

：粗

稅

論

等

M

如
何
：

■

明
|

_

爹

-

V'
;

經
i

f c
i

®

ベ.
ょ

め

，

：經

費

論

.̂
:

u
.

f
t e
欺

學

のi

で
：
あ̂
が

如

：
何

な

：
が
，
と

：
い

ぶ

 

で 
「

房

f̂

れ
^
;-
;>.

國
2
^

^

^

が
*
#
^
^
、̂

で̂«
等
の«
1?
を
も
^
さ.
な
^
と

い
ふ
こ
と
は
事«
上
^
ふ
餘 

$

$

o

,

薰

齒

民

經

濟

擧&

精
神
的
歸
趣
：の
價
傅*

;_

霞

を

論

場
.̂
金

汔

參

を

偷

理

的

若

し

ぐ

は

碰

會

學

醫

値

判

斷

を
 

前

提

と

し

'
な

い

か

0>
;

で
^

る.
0.
'.

こ
0 -
ヒ.
と«

國

民

經

濟

擧

の

：̂

要
の
財
政
學
は
金
く
異
つ
：だ
任
務
を
遂
行
す

|

.

即

氙
其
財
政

.

需
_

か
两
窨
i ;

g

:

®

を
確
走

し

、
':
私
^

區
別
す：

るQ
,

で.
詹

。
斯
べ
孓
、
財
政
學.に
對
し
社
會CO
總
體
的
な
薷
要
：が
與
：へ
.
ら
れ.
る
^
此
：に
於
て
財
政
需
要
の
：限
界
が
決
'定
せ
ら 

れ
る
。-.
こ
の
腺
界
の
廣
狹
ば
無
論
經
濟
細
織
に
お
つ
て
.

®
ま
る
も
の
で
あ
る
。̂

へ
.ば
共
^
キ
_

の
經
濟
に
^
て
は
、私
經
濟
的
行
爲 

-
ぼ
茜
1>
乂
束
縛
せ
ら
れ>
而
^
て
々
然
ぅ
ざ
'れ
.ら
：，务
こ
：
.<?
:.
に.
依
：つ
；て
公
經
：濟̂

幻
於
：で
：f:
公
經
濟
ば
沘
來
：る
瞰
妒M
縮
#
^
れ.
f
遂
ド
を

.0
0
0
0
0
は
立
ち
尤6 >

'

從

衣3
_

て.

實

#

々-

t

マ_

國

馨

額

經

趣

行

爲

_

餘
.

.
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讓

は
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寇

的

な

義_

猛
_

あ

應

獄

的

象

蒙

體《

そ
の
i

的
取
S

國
家
の
任
務
は$

的
嚴
織
的
性
質0-
も

装
|

。
着

で

；

_
,

歷

8

達
が_

需
耍
墓
定
す‘
^

故
S

家
■

要
の.
憲
を
定
め
る'の
は
國
瞀
的
；の
大
さ
；で
ば
な
：ぐ
て
、
ン
國
家
祖

辑

の

德

成

で

あ

.

る
パ

• 
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:-
.
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.

.

.
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1
y
油
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は
政
學
概
說

i
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止
卷
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.

き

J

ド
レ
主|

遍_

:
に
：f

租
税
I

藍

I
?
廣
 

き
 

參

I

濟
は
社
會
的
歸
趣1
0
:
0
1
1
し.

I
I
無
意
味
でI

 

は
こ
れ
な
く
し
議
不
可
能
窘
I

I

で
；、I

的
手
段
£

て

翁

故

贏

稅Q

社

會

藥

管
I

最
高I
l
f,

:
農

癸

誓

的

は

こ

れi

f
 
f

§

f
 

S

理
I

I

裏

場
t

纛

付
I

れ
て
l
o

i
s

l

義

付

げ

鐘

管

論

雰

も

，
S

會
I

が
ら
派
坐€

I

一
る
。
：
例
：
證

赁
I

麓

說

、S

I

利_

思

想

董

ずI

で
f

、
|
_

讓

|

の 

理

論

ょ

蕩
¥

f
 
s

l

。
g

述
べ
た
：や■ぅ

气

：ア
■

レI
-
 

個

人

、
義

眷

靈
I

I

I

こ
I

I

秦

寿

f
 
i

_

n

靈

t

星

の

靡

は

T

i

m

つ
て
、4

1

霊

蒙

い

。f

グ

董

、
繁
i

f
 
f

 
f
、

矢

張

り

個I

義
I.

あ

つ

た。s

f
 
I

本
I

の

驁

過I

f
 
^

..
政
策
機
能
0 -
撖
大
を
主
張
し
た
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
0

抓
ち
ヮ.
グ
ナ.
ア
に
於
け
る.
文
化
國
家•
I t
:
會
鼪
家
の
意
味
は
、
政
策
機
聪
を 

..
加
味
^

た
個
人
主
籟
的
國
家
概
念
以
土
の
も
の
で
ほ
な
^

タ
然
る̂

ブ
ジ
ド
レ
ハ
ラ
に
於
け
ざ
‘
國

家

は

普

細

主

義

杧

蕋

く

部

分

的

全

體

と 

し
て
0

最
髙
の
龃
織
體
で
あ
る0::,
こ
ふ
に
從
來
の
政
策
_

家
論
と
普
遍.
主
義
國
家
論
と.
の
本
質
的
相
異
が
あ
る9

こ
0

こ
と
は
»
税
に 

於

け

る

政

策

目

的

め

地

位

：に

於

で

旣

に

現

れ

.
て
居
る
。■即
ち
ヮ
グ
ナ.
ア
：は
租
税.
の'
財
政
的
！2!
的

の

外

：
に
：、

興

の

社

會

政

策

的

目

的

を

附 

m

的

に

說

：い
て

.
居

る

。"然

るH
K

ン
；
ド

レ

エ

に

於

で

は

、

#

述.
の
如
く
、
，租
税.
の
本
來
の
离
的
は
社#

的
目
的
實
現<

役
立.
つ
，，

j:
と
：で 

あ
0

で.
、|
^

庫
の
：收
入
を*

た
す
と
謂
ふ
財
政
目
的
は
.
寧
ろ
從
屬
的
な
も̂

^

\
f c
普
遍
主.
義

的

租

稅

論

の

.
本

質

を
 

認
め
な
け
れ
ば
な
ぢ
：ぬ
。
今
少
し
く
彼
れ
自
身
の
說
く
と
こ
ろ
！に
よ

.
：つ..
て.
其
の
議
の
內
容
を
明
ら
が
：に
し
よ
ぅ
o 

.

Q
令
'b
e
r
s.
,
.

w
i
t
e
g
:

9
、

.
a
'o.)

.
s
，'25,

'.
:.
:.

り一

';'.
租
税.
の
目
的
と
概
念';:-

-
V
-
 ̂

i-

粗
稅
國
家
の
經
濟
.
に
於
て
は
、

：

國
家
需
要
を
獲
得
經
濟
：

m
よ

つ
^
充
た
す.
と.
と

が

他

：の

有

ら

ゆ

.
る
充.
足
：手

段

音

も

；重
要
：で
あ
る
。

こ
、
に
、
祖
税
國
家
に
於
け

.
る

祖

税

：の
：
地

位

が

1
應
認
め
ら
れ
姒
ば
.
な
ら.
ね
0
國
家
經
濟
：
€>
围
的
に
從
ふ-1.

般
的
な
問
題
は
國
家
目
的 

實
瑰
の
必
然
性̂
い
ふ
こ
と
で
答
べ
.
ら
れ
，て
居
るo :

即
ち
國
家
は'そQ

^

め.
手
段
の
使.
用

：を

：必

要
^
ず
る
限
り
、
國
家
經
費
.は
國
家
收 

入.
に
よ
つ
て
：充
さ
れ
：ね
ば
&
ら
ぬ.
と
^
4
の
で
あ
る0
併
し
^
&
、r
か

、
る
：

k

般

的

な

と

は

別

：に
、
_

家
收
入
は
如
何
な
る
種
類 

の
i :
Q.
で
あ
り
得
る
か
、
若
し
ィ
ば
如
何
恕
る
：猿
類
、の
冬
の
で
あ

:̂
ね.
ば
；な
ら.
ぬ
か
七¥
ふ
問
題
が
提«
せ
：ら
る
べ.：登

で

總
て 

の
國
家
は
國
家
收
入：:.
'從
づ
て
財
政.を.
必
要
占
す.
る
ザ
而
し
セ
：兴
は
國
家
の
：本
質
よ
方

^
^
る
：̂'
'(
6
ゼ

本

る
0
ハ
そ.
：と-
で
:,
>

其

の

畤

々

の 

l

i
の
財
政
軋
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潇

HD
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'

き

'

:

i

i
.

率
^

^

各

■

達
：せ&

装

^

な

每

ぬ

：
：
か
；
在

い

：
：
费

-^
稳
_

露

ー_

(

々̂

^

^

罘

の)

狀

掷

齒
 

國

家

收

み
f

f

 
I

I

娴

のI

的
i

独
I

急
I
:

ば
I

銳

；
は

參

意

眛

農

匁

；

「

歷

史

的

_」(

多

ナ

ナ

に

於

け
 

為

く

)

で
|

|

着

|

|

的
は_

|

概
|

|

|

る
|

ヰ
|

|

、|

|

ま
|

|

段
の
|

と 

1

鉍
辭
濟
■

.

薩

系

：^

の

；
ー

緣
P

必

截

皇

淨
f

 Q

得

聚
o
_

<

馨

1

>

&

手
I

n

般

的

體

蒙

於

：
p,
:
i

霞

蹇

I

I

系
I

經
濟
I

讓

I

段
：f

 .

4

1

^

こ
れ
I

f
 
I
如
何
I

f
 
I

I
し
'彦

祭

彥

ぬ
’

彥

問

題

は
^

^

望

阈

民

鑛

急

關

係

老

^

と

の

點

に

着
S

S

、
ベs

、.

S

繰
！

し
て
謂
へ
ば
、
國

家

|

部
門
：でr

、
同
時
に
、
國
民
淫 

濟
の
特
E

鱟

で
t
;

°

ー
賃
經
濟
S
 

し
て
は
、'
其
は
當
然
_

濟
的
機
關
か
ら
裔
せ
ら
れ
る

a

 

C

の
場
合.
に
、：

私
經
濟

に
I
.

る.
讓

I

の
：先
行|

_

姨

養

國
f

 
U

セ
：®

性
|

馬

で

、
續

ほ

撤
^

^

國
家
で
ぁ
，

シ
ュ
。ゝ 

ンI

P

た
^

^

s
i

^
、

，
.
國
民
經
濟I

用
®

爲
め
i

爸

れ

裊

國

家

經

f

 
f

 
i

f

ね
？

謹

醤

I

擧

I

I

羼

f

翦

の

篇

I

て

續

の
f

l

l

i

l
る
^_

 

I

I
のI

I

l

l
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l

f

l

l

l

 
I
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.
そ
5

1

1

葬

讓

關

だ

る

、
論

と

し

，て：8

1

 

濟
'
.

S
S

そ
！

1

6

。鐘

經

濟

裏

民

經

濟

轰

寧I

關
的
な
關
係I

f
 
I

I.

斯

备
^

國
f

'

霞

充
I

繁

1
,

1

税
が
■

的

な

義

體

系1

著

る

も

の
i

每

霍

の

ふ.
意
味
'.
で
办.
る(

1)

0 

' 
- 

- 

•

、
....
:; 

.

租

稅

目

：
的

の

概

念

.
；
は

國

家

經

濟

.
が
國
民
經
濟i
の
必
然
的
連
繫
に
於
て
私
經
濟
に

.
先
行
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
、

.

一
應
規
定
せ
ら
れ
る 

_

で
；あ
る
が
、
：
'ア
ン.
ド
如
エ'は
|!
沘
撒
會
政
策
闫
的
の
規
定
を
次
の
如
く
說
明
し
て
居
る

0
:

租
税
は
ャ
ー
ヌ
ス(

兩
商
神)

の
頭
に
似
て
居
る0

其

の一

面
は
經
濟
及
び
國
家
需
要
充
足
に
向
け
ら
れ
.
る
0

而

し

て

他

.の

一

丽

は

社 

會
及
び
社
會
固
时.
の
：爲
め
の：

收
入
使
用
に
向
け
ら
れ
るo

然
し
か
、
る
二
两
は一

ク
の
頭
の
前
面
と
後
面
と
を
作
り
、
從
つ
て
こ
の
ニ

.
• 

/ 

•
* 

• 

• 

• 

■

•
 

- 

•
•
•
•
-
• 

V 

» 

• 

- 

• 

- 

■ 

•

面
は
互
に
相
識
り
、
.

且
つ
對
立
す
る
視
輕
に
於
て
同1
目
的
を
追
求
す
る0

即
ち
國
家
經
濟.
の
手
段
を
以
て
經
濟
社
會
生
活
*促
進
の
目 

的
を
追
浓
す
る§

で
あ
る
1

一
即
ち.
ャ
!

ヌ
ス
の.
頭
0 :

;
1

、面
ゆ_

會
を
凝
視
す
る0.

;
こ
CD
場
合
、
祖
税
收
入
は
社
會
の
目
的
の
爲
め 

に
決
觉
せ
ら
れ
るo

:
而
し
て
他
面
は
經
濟
を
觀
望
.
ず
るo.

こ
の
場
合
、，
.祖
税
收
入
は
經
濟
が
ら
取
り
出
さ
れ
ね
ば
な
S

ぬ
o;

.租
税
に
就
て
ば
次
のH
個
：

Q

場
含
於
考
へ
fe
:
.れ
る
O.
2.
0.

租
秘
收
入
が
社
會
の
！

E
I

的
の.
爲
：

Q

に
使
用
せ
ら
れ
る
場
合
、
.

、

1

曆
簡
單
に 

謂
へ
ば
、
公
的
經
費
が
全
く
經
濟
を
顧
齋
せ
ざ
る
場
合
、f

t

 0
.

租

稅

：
が

經

濟

を

窖

ふ

場

合

.0
;(

t

:

粗
税
が
經
濟.
を
促
^

す
る
■

入
口
。 

第

. '
の
場
合
は
事
實
：

4

不
可
能
で
お
：る
？
何
故
な
ら
ぼ
、：
繳
て
：の
社
#

紺
織
は
：あ.
る.
；

T
.

定
の.
經
濟
組
織
を
創
造
ず
：る
か

』

で
あ
るo 
■無 

論
社
會
は
變
化
す̂

タ
然
し
社
# :
:

組_

が
如
何
に
變
化‘
し.
て
：I

、
hを
れ
は
ま.
だ
齡
濟
：の
變
革
を
掇
致
す
る
の
で
あ
る
.
？
箜

一

.の

場

合

ば 

可
能
で
あ
る0
へ
然1>
:

か
1

る
阻
害
の
週
進
は
あ
を
期
間
繼
續
す2)
;

に
^ .
ぎ
ぬ
：？
：恶1
7
0

れ
私
長
ぐ
續
け
ば
、
租
税
は
最
早
や
微
收
さ
れ 

得
な
く
な
る
か
らで
：あ
るC

:.

第
3

の
場
合
も
亦̂

能
で
あ
る
。'
^

の
場
合
、に
は
、
.

課
秘
は̂

9

るO
:

而

し

で

だ

れ

を

，租

税

の

稗

生

産 

性
め
學
理
ゼ
謂
今
ゥ
グ
ナ
プ
は
逆
興
の
經
濟
的
說
明
左
哉
礎
付
け
名
味
そ
の
苒
生
產
把
祛
る
^
と
の
命
題 

の「

要
請」

と
呼
ん
だ
::
°

か
：>

る
要
請
の
中
に
、
；
秕
税
の
經
濟
圮
對
す
_
る
顧
慮
が
認
め
ら
れ
て
居
_

る
0

何
と
な
れ
ば
、
經
濟
に
對
す
る
顧 

篇
主
義
の.
^ -
政
，

. 

七.
一

c

五
四
五
ノ



普
遍
主
親
の
財
政
學

七
ー1 

S

&

C

慮
な
く
与
は 
>..
何
等
の
：租.
税
體

■

存
立
：し
得
な
い
加
ら
裳
るo\:)

霞

(

し
，：ぐ；バ

,
.
:

.

....

:
.

|

は
經
愛
び
社
會
の
先s

f

 
1
.

1

1

;

出
來
ホ
、|

其
|

濟
と
I

と

客

び

つ

け
I

で
1

1

 

か
に
さ
れ
：た
か
ら
、f

は
租
f

青

的
.
及
び
f

的
の
問
題
f

てI
.

や
I

f

ぐ
：答
へ
る
こ
：姦

出

來

るI

ふ
。
，
即

ち

： 

課
税
の.
主

晶
I

觀
と_

と
の
循
環
を
完
成
し
、
：若
し
 
<
 
は
d

s

の
間
の
；紐
帶
を
結
ぶ
.
こ
と
1

:る 

?

|

は>.

個
人
的
I

f

け
ら
れ
I

け
I

つ
で
、
國
家
的
；

(

組
織
的)

.，H

は
連
結
せ
ら
れ
な
いo
.か
く
て
、簾

及
び 

社
會
の
本
質
に
就
て
相I

す
る
解
_
を
も
つ
と
こ
ろ
の
個
人獄

產

主

義

と

叢

的
I

國
S

I

到
達
す
る
の
で
あ 

る

力

、
る
目W

は

I

個
の
社
會
的
目
的
で
あ
るt

、
f

は
藝
の
主
目
的
を「

社
會
政
策
的」

库
的
と
稱
ず
I

ど
が
出
來
る
。 

な

、
こ
の
言
葉
の
意
味
を'

經
濟g

手
段
に
ょ
る
社
會
の
應
織
と
理
解
し
な
け
れ
ば1

1

)

0
、斯
ぐ
て、
.社
會
政
策
的
目
勺
は 

所
園
庫
收
入
的
目
的
に
從
屬
す
る
も
の
：で
は
な
s
o
:

寧
ろ
國
I

入
的
目
的
は
ぞ
れ
自f

し
て
は
成
立
しf

f

の
で
あ
る
。 

何
故
な
ら
ば
、
此
の
目
的
の
達
成
は
課
税
の
社
#

政
策
的
形
態
に
依
#
す
る
公
で
あ
る
P
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ニ

' '
租

税

の

根

據

と

其

の

配

分

さ

::
:
-
ラ 

'

以
上
の
如
く
租
税0.

社
會
的
自
的
を
主
張
し
た
ア
ン
：ド
レ
ヱ

 
'は.
' 

吏
に
粗
稗
の
：根.據
と
其.
の
.配

分

原

理

と

を

說

い

て

®

る
。
彼
れ
は 

租
税
の
极
據
を
、
祖
税
と
螢
本
主
_

經
濟
組
緻
と
の
關
聯
雄
び
に
敏
税
そ
れ
自
體
の
再
生
座
性
か
ら
說
明
す
る
。
惟
ふ
に
、
初
期
資
本 

主
義
の
坐
誕
は
特
權
收
入
に
經
濟
的
.
基
礎
：を
お..
い
た
と
こ
ろ
の
警
察
國
家
を
自
啪
主
義
國
家
に
變
革
し
唸
Q 

.齡

家

の

自

由

主

義

的

理

念 

は
そ
の
經
濟
的
活
動
の
腿
縮
で
あ
る
。
謂
は
V

、
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
國
家
め
本
質
的
機
能
は
：、
称
資
本
の
作
用
，の
幅
員
を
擴
大 

す
る
爲
め
に
必
要
な
る
社
#
的
秩
序
を
作
り
出
ず
こ
と
で
あ

る

。
' 'そ
れ

と

同
時
に
私
資
本‘の
活
動.
に
不
適
當
な
る
領
域
が
僅
か
に
國
家 

活
動
の
爲
め
に
淺
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
：い
。
從
つ
て
、
國
家
は
こ
の.
種
の
機
能
を
遂
行
す
る
爲
め
に
必
要
な
る
經
費
を
强
制
獲
得
に
よ
る 

敏
税
に
仰
ぐo.

こ

の

意

味

に

於

：て
、

「

資

本

主

義

經

濟

と

租

税

阈

家

と

：は

不

可

分

の

關

係

.H

在
る
と
謂
へ
る
の
で
あ
る
。T

ン
ド
レ
エ
も 

亦
、:

こ
CO
細
係
を
主
張
する
。

彼
れ
は
謂
ふ—

：

「

資
本
ボ
_
的
經
濟
組
織
は
課
税
ぬ
國
家
的
侵
寄
が
な
け
れ
ば
一
般
に

#

夂
す
る
こ 

と
は
川
來
ぬ
夕
こ̂
と
^

ば
“

資
本
生
鶄
的
國
民
經
濟
と
租
稅
阈
家
と
^

同
時
珀
猝
立
し
七
ゐ
名
士
謂
ふ
事
實
に
よ
^

る」

と
。
ま
た
彼
れ
は.
口
：レ
ジ
ツ'•

フ:

ォ

ン
••
シ

ムタ
ィ
：シ
に.
從〉

，
つ
，
て

爾

税

の

-

ー
性

を
ま
^

し
、
か
' 
る
租
税
の
；能
力.
に
依
て
、 

そ
の
根
據
を
說
く
の
セ
あ
备0
ち
彼
れ
に
よ
れ
ば
.
'
隹

税

は«
が
^
^
經
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濟
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濟
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濟
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膨
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濟
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れ
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。
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^
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定
の
'問
題
で.
は
な
く
て
、
こ
の
目
的I

何
に
遂
行
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
でI

O

即
ち
國
家
目
的
其
れ1

の
問
題
はI

學

勿
論
粗
f

l

政

策

的

眞
I

I

ね
ば
な
I

。
然
ら
ば
、t

る
鏖
の
社
會
政
策
的
目
的
と
は
何か
。

資

本
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義
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組
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1

欠

陷
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倘

人

：所

得

及

び

個

入

財

產

の

大

I

懸
隔
比
f

の
で
は

な

く

て

、

國
民
經
濟
に有
害

な

I

利

の

自

由

に

あ

る

。

故

こ

し
I

味
の
I
.
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魏

瞥
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財
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得
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範
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檩
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狀
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摘
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狃
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木
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門

(
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べ
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獨

乙
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議
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資
本
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：

斯

く
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で

あ

：
つ
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彼
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か
ー
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ふ
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濟
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渉̂
 

つ
て
成
立
し
得̂

も

^

で

あ

る
0,
:
:
: 
,
: 

.、■

、'實

際
f t
於

：て
_

«

妒

洳

何

に

隹
' *
る.
か

と̂
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濟
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濟
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濟
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；
こ

と

.
に_
か
^
0

て
居
る
。
故
に
資
本
の
移
動
容
易
な
る
產
樂
部
門
は
有
利
で
あ
り
、
其 

が
@
^

的

尨

石

部

門

麻

不

利

：
で

あ

洛

0:
具

體

的

片

謂

へ

砍

7

金
融
資
本
は
，こ;6
移
動
：が.
撮
^

自
由
で̂

^
 

.  

商

證

本

、
：

±

燊

資

本
-.
;

?

農
業
資
本
と_
な

名
.|
?:
從

り

そ

：
漸

畤

其

：の

刹

潤

率

は

«

下

す̂

0..

と
<0
:
理

曲

に

ょ

：

.
つ

て

、
k

配

的

經

濟

組

織

f
c
 

ょ

つ

そ

最

ネ

保

護

せ

：ら

れ

る

：

部
1:
妹
最
尨»

い_

を
^

^

な
'け
：̂
^

な

ち

ぬ

。
.
_

租
税
負
擔
や
配
分
は
金
融
資
本
.
、ょ

り

農

業

：
資
 

本

に.
至
；
.
る.
階

梯.
を

樽

成

：す

名

の

.
：で
：
あ
^
>
-

)

ア
.
-
:
-.-

.

,

，
ぐ.
-
-
,

.
t 
-
o
l

^
v 
 ̂
d

J
-
 

 ̂

i- 

V
,

ゾ
ぐ
：:
r
” 

V
.:..:

な

<
更_
に
被
れ
は
何
故
祀
金
醫
本
亦
嘬
大
：の
；廣
膽̂
-«
名_

在

：«
業

廣

朱

囊

底
^

る 

'<
 

t 
- 

»

'
 
-
 

.•:
 :  
.- 
r
.
:
 

'iif、r 
.... 

V 

' . 

■
■ -.
4

i 

■
-* 

.、
 

< 

:，.
，，I....
.
J 

_ 

' ' ' *

. 

*"  

- 

V、

.
V 

.

.

.

.

.

ぐ.

•

.

.

•
 

•■

 

.

…

.
：

.

••,  
:•
''-

■

普
:
I

在
！^

源

政#

七
：
七

.

'

S

.
五'1

)



r

•

—

1

1

.

:

,

^

w
八 

'

g

s

.

i

l

、

國

家0

_

棄

は

直

接I

資

本

翁

利寒
る

々

.

f
他

の

；經

濟

部

^

,

I

I

l

f

 
1

1

1

1

1

^

^

^

す

高

み
f

ず
' 

外

國

政

治

情

勢

及

齧

內

經

濟

の

雷

e

态

 

'
去

の

強|

る

笟|
:

セ

、
、
»

の

補

胁

手

段

と

じ

や

の

敫

粜

は

益

，
：、
尠

く

な

：
る

の

ゼ

^

」

i

 

s

i

び
i

_

l

t

譲

■

且
I

.

し

ち

れ
^

^

:

l

l

f

。

い
：高

度

量

層

餐

蒙
^

,1

般_

主

證

織

逢

易

經

濟

と

し

て

成

I

I

 
l

i

l

ら

？i

點

自

給

的
I

I

商

業.
X

業

と

の

*.

ハ

•
タ

：

塗

、
.
：

.

1

高

度

の

生

產

部
s

g

賣

囊

 ̂

披

術

忐

敎

育

宅

論

に

.對 

^

^

±

^

^

^* *
^

^

^
0

^

^

^

^

^

^
^

^
^

^

^

^

^

?̂

)

。

'
.'
'

'

- 

■
'
,
...".ぐ

 

I 

:■:
;/
'•
 

_,
 

■
',:  

’V
.:

-

--
' .. 

.

.

.

.

…

,

.

馨

彼

廉
I

'

の_

に

就.

當

爲

|

_

讓

,
.

,
H

p

a

c
,

急

區
i

,

:

藍

f

つ
：
て

_

の「

標

準■

季

^

^

し
と
述
べ
：
て

®

る
。
彼
れ
：
の
い
ふ
規
範
收
益

I

 

.

.

I .
定
の

'

去

_

し
、
感

|

看

圈.

1

る
生
產
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於
て
規
範
收
益
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あ
げ
て
昏
る
場
合
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、
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は
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し
く
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れ
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居
み
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と
奪
へ
ら
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ら

ざ
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に
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ら
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れ
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：
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彼

れ
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課
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標
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し
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範
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益
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張
す
る
0
何
故
な
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ば

、
か
i
る
規

範
收
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にょ
.る
課
税
の
方
法
は利

益

をあ
げ
る
資

本

を

：增

加
し
、
然
ら
ざ
る資
本
を
減
少
せ
し
め
る
と
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濟
政
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的
意
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も

っ

か
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あ
る
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く
と
も
.
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ば
資
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な
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な
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居
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融
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。
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；
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と
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.(

s

 ..o
p
,'B
a
u
s
t
e
in
e
...,'S

V
1
2
9
.
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一“
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ノ ：：：：：」

て

へ

.

.

.

か

べ

て

ア

；
ノ
ド
レ
エ

.

^
依

れ

ぱ

、
經

：濟

的

に

犯

し

い

粗

稅

；の
；

11
分
は
個
々
經
濟
部|
2
^
於
け
る
此
例
的̂

負

擔

に

ょ

.
っ

て

達

せ

'ら
れ 

:

る
OI
:
而
レ
ヤ
彼
：れ
は
親®

本
收
錳
稅
を
中
心
と
す
名
租
税
體
系
を
h歌
い
；.
て
居
^

が
、
：
_

論

ど

れ

：
の

み

，
の

單

^̂̂ 

で 

:
嚟

遍

生

：
義

畚

.
政
學
ハ

 

七
：
九

.(

洱
五|
>



普

遍主：：

義

：
.
の
：
財

政

擧

；
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五
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は

な

々

例
i

善

f

に
；

レ

ン

ッ•

i

'
.-
r

:̂ ,

こQ
入
的.
資
本
I

ベ
I

所

看
I

へ

き

範

收

遵

税

に

僅

て

自

羅

*
肩

經

濟

的hに
使
用
す
る
ゃ
ぅ
に
、
所
得
者
は
消
義
に
ょ
つ
て
其
の

.
所
得
S

濟
的
に
使
用
す
る-

• 

. 

, * 

•+ 

.. 

•
：
• 

■ 

• 

- 

.

.

.

.

.

. 

- 

• 

f
.

:?) 

e

f

:̂&
e

g

l

l

f

s

6

s

6

.

'

:

進

ん

で

彼

れ

象

霧

九

：
0

問

題

參

掀

翁.
こ
：翁

よ

■

爨
 

彼
i

.

へ
ば
、
租
税

配
分
の
原
理
に
は
禾
益
說.
'
等
價
說
に
於
け
る
如
く
，
祖
税
の
配
分
を
國
家
の
反
對
給
付
と
看
る
も
の
と
真

能
力
か
I

く
I

态

I
O
.

然
し
：I

置

籍

意

管
I

ゼ
1

1

書

^

る
0
'
一
 

は
ス
ミK

.

に
於
け
る
f

に
、
個
人
經I
:

侧
か
|

_

る

私

經

篇 

8

政
策
的
I

か
れ.
る
國
民
經
濟
的
蟹
で
あ
る，
'

I

配
分
で
は
な
い
か
ら
でI

”
囊

能

办

は

決

し.
て
.廑

的

な

識

能

力.

S
測
定.
I

な
.い
。
.邦

は

駕

經

濟

的

概t

し
て 

の
：能
力I

り
、
：經

濟

者

の

蠢

的

狀

態
S.

つ.
て.
測
定
せ_

 

一 

' 

(

1
>
' 

D
p
,
 :G

a
n

d
Ie

g
u

n
g

fs
s
.:  1

6
S

-
1

7
L

-
,

4

:1
;

, 

'
.

V 

>

、
一

ト
y
“

賊

f
 
I

就

て

は

、

花

戸i

の

勝

れ

たi

介.

七
批
判(

國

i

濟

雜

誌
i

i

i

及

^

.

以.
^
ヴ
說
明̂

お
<?
で
フ
ア
^

ド.
レ4

の
普
遍
主
義
に
銮
く
財
政
論
は
略
*
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
ふ
。
更
ら
にV
彼
れ
の
思
想
は 

遠

風

襲

濟

原

理』

の
最
後
わ
提： i

黎

ら

：作
て
唐.
る
#

普

遍

：
主

義

國

家

經

濟

學

，
孕

ラ

ン

1-
'
ゼ 

「 .
彼.
れ
ぼ
、
現#

に
聆
て
相
對
立
す
る
ニ
個
：の
.
强
大
な
る
カ
を
資
本
主
：義
と
共
產
主
_

と
做
し
、
,こ
れ
等
ば
共
.に
經
濟
的
目
的
を
追
泶 

す
る
が
、
本
質
上
共
に
國
家
の
敵
で
あ
る
と
謂
ふ
。
資
本
主
義
に

.
於
け
る
自
由
交
易
經
濟
の
空
想
的
前
提
は
坐
產
•

消
費
の
自
11
1

な
る 

理
念
に
基
くo

:

こ
れ
に
講
し
、
共
產
主
義
は
生
產•
消
費
の
强
制
欲
に
驅
ら
れ
る
。
此
れ
等
相
對
立
す
る

一

一
力
間
に
、
吾
々
は
第
三
の 

經
濟
力
をII.

め.
る
々
其.
は
'組
合
社
' #
:
と
結
び
付
け
ら
れ
た
る
經
濟
で
あ
る
。
國
家
の
犯
し
き
行
.爲
は
總
て
の
經
濟
の
組
合
社
會
的
原 

理
を
新
し
く
生
か
さ'
ね
ば
な
ら
ぬ.
0
か

\
,
る

國

民

經

濟

の

組

合

社

會

的

組

成

に

ょ
つ
て
、
財
政
は
經
濟
生
活
の
中
に
其
の
地
歩
を固
め

る
I
,

が

出

來

，

.黎

妄

シ

ド

^-
エ
ぼ
リ
：？ 

國 

家

は「

精

軌

的
資
杏.「

ょ
り
高
次
：の
資
本«-
'
の#

理
者
ど
，
¥

國
埒
經
濟
の
霞
者
と
な
りV

而
し.
て

が

、

る

資

本

維

持

の

.爲

め

に 

'
經

漱

的

手

段

募

達

で

备'
_

靜
ゅ
第
ハ.
ー
位
2

_

衆
的
組
織
と̂;
る
の
で
あ
る.
0
國
象
比
人
間
的
制
度
が
完
成
.
せ

ら

'
れ

る

最

高
 

の
坐
活
^

ェ
で
あ
り
 

'
其
は
た
k

支
配
的
機
關
と.
レ
て
0 '
:
齡
^ :
を.
充
だ
す
に
膨0

て
*
.
ー
 
'層
酿
» .
^

其
の
最
高
目
的
を
達
敗
す
る0'
斯 

く
て
追
求
ぜ
ら^ :
る
歸
趣
は
國.
民
經.
赚.
の
組
％1社
會
时.
政
*

で.
あ>
り
、
經
濟
部
門
の# :
分
的a

織
で
あ.
る_
o:
而
し
て
租
税
經
濟
は
か
、 

る
範
圍
内.
に

が

で

佾

用

し

、
ぶ

收

錄

稅

雌

歡

と

滴

費

秕

_

« :
と_

含

仏

敢

税
_

歡
1

利

用

：す

る

が

；
で

あ

を

(

1)

9 
.
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n
s

e
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ル ha
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F
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H

^
i
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Kr
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s
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S
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替
遍
主
義
の
財
I
 

ベ
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S
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八
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(

五.
I.

彼
れ
に
扩
れ
ば
普
遍
主
義
社
會
に
於
て
は
、

.
國
家
と
社
會
、.
國
家
經
濟
と
國
民
經
濟
と
は
密
接
に ̂

從
つ
て

國

 

象
經
濟
は
本
質
的
に
異
れ
る
組
成
を
も
つ
o,

こ
の
組
成
は(

I
〕

財
務
省
、0

1
〕

經
济
協
同
體
、(

三)

租
税
組
合
よ
り
成
る
。
こ
の
場 

舍
の
財
務
大
臣
は
自
祟
義
國
家
に
於
げ
る
.
と

真

る

職

能

を

有

し

、
：
經

濟

協

吼

體

及

戊

.
租

稅

組

合

と

傲

同

ず

る

0

經

濟

協

同

體
は

、

先 

っ
個
々
の
私
經
濟
が
集
っ
て
一
個
の
個
別
協
同
體
を
作
り
装
更
鏡
っ
七
坐
產
部

m

_

合
協
同
體
を
欉
成
し
、
こ
の̂ 

同
體
は
最
高
經
濟« :
同

體(
最

藍

織

そ

して
： .

の
經
濟
參
離
院)

に
そQ

代
表
者
を
送
る
の
で
ぁ
る
？
猶
ほ
經
濟
的
身
分
鞲
成
に
よ
っ

. 

て.
租
税
組
合
が
造
ら
れ
る
。
、
租
税
組
合
の

_

は

こ

の

：
擎

驚

っ

て

代

表

せ

ら

れ

の
配
分
すI

f

る
I

ぶ

る

，
こ
の
組
合
は
写〕

經
濟
者
が
そ
れ
に
よ
っ
.
'
て
代
表
せ
ら
れ
る
資
本

.

S

よ
り
、
C
5

彼
れ
等
'
 

が
屬
す
る
經
濟
部̂

に
よ
り
龃
織
せ&

れ
る
？

)
。
.

：-
o
o

 

w
. Andreae, Gm

nd%
ung., ss. 2S9-2

??-
D

e
rs

f  B
a
n
ste

in
e
.,  

ss.  

2
3
4
.  

*

「

.
邦

藤

襲 

_

-+
 

.
 

•• 
. 
.•:'••••
 

:
 

.

て•
 . 

...

..

 

•.

■

.
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'
へ
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:
、
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く
 

i

f

 

ぃ
'

:

卜
：

V
'-

 

:

舻
<.

の
如
く
、
ア
ン
ド
レ
：

H

は
'
シ
ュ
パ
ン
；
.
の
普
週
主
蕾
基
い
て
財
政
學
を
說
き
、
I

其
の
具
體
的
な
組
織
と
し
て
、
普
遍
主
義
：
 

財
政
め
f

ンI

示
し
てI

。
：：：然
I

，
斯
#

遍
主
義
財̂
^

般
原
理.
の'開
題
と
個
別
問
題
と.H

分

：た

れ

石

で

我

ら

I

、\^'.:'.::'. 

.
:

先

づ
|ニ
般
原
繁
間
題

に
就

て
：述
べ

.
ょ
うo
'
ヤ
イ 

ギ

ー(G
e

fo
llh

a
ft

s
id

e
o

lt
e
)：

の

も

の

；
で
，
あ

る

と

謂

つ

：
'
て

■
學

の

ぉ#

に

は

な

ら

ぬ

。
本

來

、
齊

漏

、
玉

義

其

れ

自

體

が

：、
：其

：
の

國

家

論

.
■に
於.
て
、
身
分
國
家
を
主
張
す
る

o,

歷
史.
上

の

..甜

建

國

家

は

®

か 

m

身
分
國
家
で
あ■つ
た
。
：從
つ
て
身
分
國
家

.
4
主

張

が

こ

の

意

味

に

於

h

封
建
的
な
る
と
；と
は
當
然
で
あ
る
。
故
.に
封
建
的
な
る
こ
と 

.
の
否
定
は
身
分
國
家
の
否
定
.
を
遨
礎
と
し
な.
け
れ
，ば
な
ら
ぬ.

.0
而
し
，て
身
分
國
家
の
否
定
は
普
遍
主
_
.

0 :
否

定

で

あ

る

。

斯

く

て

問
題 

は
普
遍
金
義
其
れ
自
體
の
批
判
と
な
る
。
；
.
イ
ン
：
ド

リ

ッ

，
ヒ
：
が

普

遍

生

義

を

論

理

的

に

 ̂

直 

ち
に
ア
ン
ド
レ

H

の
財
政
學
を「

封
建
的
身
分
國
家
の
傅
說

」

と
：謂
ふ
の
は
論
理
的
な
批
判
で
は
な

い

で
あ
ら
う
。
ま
た
彼
れ
は
、
ア
ン 

ド
レ
ラ
の
普
遍
主
義
に
恶
く
租
税
義
務
說
气
事
實
上
の
結
果
に
あ
ら
が
る
認
定
で
あ
る
と
い
ふ
。
然
ら
ば
ハ
イ
ン
ド
ッ
リ
ヒ
の

% !
ふ 

臆
說.

I

ら
：ざ
る
事
實
上.
の..
結.
舞
と
は.
何
で
あ
ら
：う..か
o

*

は
■

<■
■
現實
資ホ
る租
税現
象の
.

說
明
と
い
ふ
こ
と
で
あ

 

ら
う
。
然
し
ブ
ン
ド
レ
エ
は
#
本
生
義
、
ボ

ル

^

ラ
ヴ
ィ
‘ズ
ム '
フ
ァ
令.
シ

ズ

ム

を

：以

て

現

代

に

：
於

，け

.

る
11..
1'
個
の
經
濟
組
織
と
す
る
が
、
间 

'
時
に
：前
一:ー
者
0:
矛

盾

を

指

摘

：苕

普

遍

主

_

に

基

く

フ
.

>

ッ.
：：シ
，
爻
 

從

づ

て

こ
：
の
立
：場

か

ら

の

狃

税

原

理

.が
ハ 

イ
ン
ド
リ
ッ
ヒ
の
場
合
と
異
を
の

：

は

當
然
で
あ
るa

故
^

こ.
'の
：
問

題

冬

フ

：
ァ

.
ツ
シ
：
K
A

其
れ
向
體
の
批
判
か‘ら
出
發
す
：べ
き
で
あ
ら
う
。 

更

に

ハ

ィ

ン

、ド

'
リ
、ッ

ヒ

は

ア
.

ン.
ド

レ.
ぞ

に

於

が

る

國

象

が

單

：な

る

組

織

者

：で
あ
：れ

す

睜

ら

經

濟

的

活

動

を

行

つ

セ

は

な

ら

§

と
を
指 

r

す.
る.(

1)

0

こ
の
批
判
は
充
分
の
價
値
を
も
.
つ
と
謂.
へ.)

る
で
：あ

す
■る
も
の
と
い■ふ
。
國
家
經
濟
汝
く.レ

て

故

個

人

經

濟

ぼ

考

"
：へ

』

れ

ぬ5

國
家
は「

精
神
的
資
本1-
:
'-:

の
：管
理
：者
で
あ
り
.、
國

民

經

濟

の

 

■«

翁
3 ,
義
め.
財

政

參

A
.

H
.
.

(

..

^
l

^
b)
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樽

成

激

で

あ
^ ,.

然

か?>
;

彼
れ.

.

.

に
於
げ
.る
國
家
經
澈

^

個
^ :

經

濟

あ̂

强
制
的
に
取
得
す)

る̂
'

こ.

ろ@

 

:

獲
得
經
濟
；に
依
據
す
る 

し
く
，太
で
か
つ

で
.

_

家
の
& '
* .

的.

総
濟.

街
動̂

就
で
« .-

個
人
主.

義
財
政
學< 0

..範
圍
を
出
て
居
ら
：

ぬ
：.o

:

果
し
て
然
ら
ば
、
國
家
經
濟
の 

■

礎
ば
個
人
經
濟■

に
在.

る.

翁

謂

へ

今

：
.；

患

、‘

ル

禁

主
義.
的
經
濟
概f

脫
却
し
得
|

勝

：で
あ
る
ヴ8

批
判

|

1

^
 

シ
.ユ
パ. 

ン
は
個
人
主
義
を
否
李.
る

こ

磊

蔬

烈

彥

：に
.
も

拘

袅

、#•
、
れ

自

為

圣

義

的

概

念

を

完

全

.
產

却
U

て

居

含
6

こ
の
こ

と
は
旣
H

t
 .

ト
、ル.
ツ..

マ
ン
の
指
摘
しS

こ
ろ
で
$

た
o:
即

ち

謂

ふ

フ

シ
j

少
く
ど
も
方
浅
論.
的

泛

，
猶
ほ
個
人
主
義
的
出
發
點
ぎ
固
持
巻
：居
る

」
(

2〕

と.0

ベ
；“ 

；  ：  

,

更
に
ア
ン
ド
レ
エ
がw

税
を
以
て
精
神
資
本
の
利
子
、

.

精

神

資

蛮

新

.の
爲

め
：.

の
徵
却
金
と
觀 

A

ラ
ァ
に
發
ず
る
こ
と
.は
旣
に
述
べ
た
。
然
し
租
税
の
鐘
に
利
子
概
念

.

f

 
-

つ
て
來
る.

こ
ど
は
明
ら
か
：に
交
換
經
濟
を
甚
礎
と

^

^
 

個
人
主

» -

の.

思
想

'

で
あ'

る
。
樾
人
經
濟
が
全
く
國
產
濟

.

1

屬
ず
る
も
のS

.

I

.

ら.

ば
、
'
さ

得
な
い
粧
彩
は
最
早
や

^

子
で
あ
る
必
耍.
は
な
い
，
0

黏
經
濟
が
强
制
»
得
經
濟
に
應
ず
る
こ
と
は
論
理
上
必
然
的

*

無
條
牛
勺
な
も 

の
で
あ
ら
ね
ばI

ぬ0

 

:1

滅
こ
の
無
條
件
性
が
明
らI

さ

れ

た

後

、
：

I

で

あ

る
 

t

K

ン
ド
レ
  ̂

,

と

相

容

れ

ぬ
o
:

こ
p

こ
と
は
ま
た
彼
れ
の
集
權
生
義
：と
自
由
主
義
と
の
；混
亂
と

.
も
'な
'ク
'て
；現
れ
て
居
る0

彼
^

は
'
- ..
:
.方.
こ̂

て
、
需
要 

0

自

由

な

る

構

成

：
に
對

.
す.
る
枸
朿
、.
個
人
財
產
の.
任
：意
な
る
處
分
に
對
す
る
制
限
を
說
.い
て
自
曲
主

に

於

て

、
個

人

の

：
安

易

を

妨

げ

て

は

な

ら

.
ぬ
と
い.
ふ.
見
地
を.
採
っ
て.
居
る
。
自s

主
義
.に
於
け
る
個
人
の
安
易
は
個
人
經
濟
活
動
の
不 

拘
衆
性
に
あ
る
。

一
方
；に
於
て
、
と
.
の

不

拘

束

：を

否

定

し

.
、
他
方
、.
こ
れ
を
生
張
ず.
る.
の
は
矛
盾
で
あ
ら
ぅo  

1

1
私
は
こ
i

で
.全
體 

、王_

の.
徹
底
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
いOV
た
r

、
若
し
ア.
：ン
ド
レ̂

が
芷
し̂

意
^
 

財
政
現 

象
の
說
明
の
過
程
に
於
て
.
現

れ

る

個

人

唐•
自
由
主
義
の
理
.念

は

全.\
<

棄
て
ら
れ
ね
ば
な
ら.
ぬ.
し
、
ま
た
個
人
主
義
的
理
念
を
棄
て 

る
こ
と
が
出
來
な
け
れ
ば
、
全
體
主
義
の
主
張
は
旣
に
不
徹
底

0

も.
の
，
で
，
あ

る

と

い

ふ

，
の

で

あ

る

0 

.

次
i

i

l

l

。」

.

こ

‘の

問@

の
中
心.
と
な
る
の
、ば
坐
產
部
門
に
ょ
る
課
税
階
梯
調
と
規
範
，
現
實
收
益
稅
論
と
で
あ
：る
タ
：プ
：ロ
ィ
ヤ

ア
は
、
種
々
な
る 

.
坐
產
部
門
杧
ょ
る
階
梯
を
以
て
努
カ
に
値
す
る
趣
想
た
り
得
る
も
の
と
認
め
る
。
泰

實

上

A
資

本

移

動0
不
自
由
及
び
客
觀
的
條
件
'の 

爲
め
：に'
-̂

く
ど
も
短
期
に
於
.
て

：は

、
；
利

潤

率

は

平

均

：し

.
て
居
ら
ぬ
。

然
か
も
、
.財

義

一
定
期
間
镇
に
各
生
產
部
鬥
.
か.
ら
、
へ
利
濶
率
不
均
衡
の
まV

捕
捉
さ
れ
ね.
ば
な
ら.

ぬ
。
こ
V
に
、
各_

部

門

に

就

て

階

梯

を

設

く

.
ベ 

.

き.
充
分
め
理
由
が
あ
る
。
金
：た
同
じ
坐
產
部
M
r

於
で
も
、
例f

.

ば
®

#

準

備

裳

及

び

戰

時

に

：

於

：け

る

軍

需

工

業

は

、

他

，
の

H

業

部 

門

ょ

り

も

大

な

る

，
利

潤

.
を
收
得
す
岑0

'.
:.
'こ，

、

^
?>
;

亦
、
客
觀
的
條
件
；の
變̂

に
ょ
々
差
別
が
設
け
ら
れ
ね
.
ば
な
ら
ぬ
：
0..
:猶

ほ
、
規 

'
益
は
艰
し.
て
：之
を
測
定.
^
得.
苓

が

如

：何

ぅ

か

ゼ

い

：
ふ

疑

問

が

«

る
-0—

論.
こ
の
疑
問
そ
れ
自
體
は̂

立
し«

る
0 
;然
し
現
在
0

稅
制
忆 

#

遍
_

の
敗
政
學 

A
.
M
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方
て
果
し
て
收
益
，
所
得
ぶ
正
.
し
く
沏
萣.
さ.
れ
七.
居
る
7 ?
^

ら
ぅ
：か0:.

.
与
れ
も
亦_

じ
1
^

^

と
な
，ら̂

ば
^

ら
^

收
#,
 

の
.望

，
租
稅
の
配
分
ぎ
含
と
は
勢
力
め
，微

I

C

I

I

T

:

ら
れ
S

こ
：と.
で
I

ぅ
。.
，萌
し
セ
總
て
は
勢
力
關
係
に
ょ
つ
. 

て.
炎

誉

れ
S

と
看
る
な
ら
ぱ
、T

ン
ド
レ
：
エ
レ
の
理
_

は
根
本
的
に
改I T
さ.
れ
^

ば.
な
ら.
ぬ
' 0
ま.
た
そ.
れ
と
同
時
5
^

於
て
f

し
き
測
定I

分
i
い
ふ
こI

t

得
：な
く I
O,
.
た
，

あ
る

f

、s

賢

6

て
：
規

製

益

：

の

概

念

と

.：
そ

れ

に

從

齑

税

の

敵

爲

め

の

親

收
I

が
現
I

着

测

舉

能

の

も
I

如
何
ぅt

い.
ぶ

：
：
こ

.

.
と

I

f

 

を

經

濟

政
.
畨

檩

，

觀

る

べ

き

で

I

。
：
從

芸

5

と

つ.V
:

は
、

：

恐
ら
ぐ
彼
れ
.

益

_

論

箨

し
f

も
？

ぁ
t

i

。
：

(

I

V

ア
ン
ド
レ
土
の
普
遍
主
義
财
政I

蚕
般
的
な
批
判
とb

l
-

B
r

f 

W
e
g

e
.

•
尸Z

ie
le

 
r
 

F
r

l
s

l
h

a
f

t

 

(a
.  

a.  
o
o

及
び 

: :

'

衣
I
I,
 

(
F

iiz
a

l
v

.  J
a

l

ぶ

I

ば
、
?

ド
V
H

の
裏
主
義
財
政
學
に
よ
？

如
何
な
.
る
理
I

慷
^
^

聰
K
.

i

た
か
。
：

：

其
は
租
税
に
於
け
る
_

の
理
： 

念
I

るo

i

述
べ
た
f

に
、
租
税
を
負
f

 
I

f

は
、
.妻

土

個
人.
I

意
；で
は
な
い

o
.

こ

の

と

と

は

侧

人

廳f

亦 

之
を
認
め
て
居
る。
S

場
合
？
そ
の
論

據
裏

る

S

功
利
主
義
1

1

1

 

の

肅
I

る
J

德
的
及
びI

他
s

s

個
人

I

し

て有
用

で
ぁ 

I

利

扇

の

相

對

性f

る.

0

,

1

1

時

々.

I

て

塞
f

れ.

る

富
I

!

は̂
^

に
經
驗
的
で
あ
る
？
蕺
し
道
德
的
な
る
も
の
は
經
驗
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
有
用
で

も

あ
り
善
で
も
あ
る
と.看
做
さ
れ
る
も
の
、
經
驗 

の
結
艰
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
，

'0

倫
理
：は
可
變
的
で
あ
り
、
主
觀
的
で
あ
る
。
總
て
の
時
代
及
び
民
族
、
或
は
ま
た
總
て
の
個 

人
に
と
つ
て
は
異
つ
た
眞
理
が
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
總
て
の
も
の
は
必
然
的
に
種
々
の
經
驗
內
容
を
有
し
.、
ま
た
經
驗
に
適
應
す
る 

過
程
も
種
々
様
々
だ
か
ら
で
あ
る

(

2)

0

從
つ
て
個
人
主
義
的
財
政
學
に
於
け
る
義
務
の
理
念
は
個
人
の
働
に
於
げ

•
る

軍

な

，る

道

徳

律 

に
す
ぎ
な
く
な
る

0

然
る
に
普
遍
主
義
的
見
解
に
於
て
は
、
客
觀
的
-

精
神
的
な
る
も
^

.

|

法
則
は
ま
た
分
岐
的
な
個
人
精
神
の 

道

德

法

則

で

あ

る

。

個

人

精

神

，は

た

^

共
苻
關
係
に
於
て.
の
み
實
現
せ
ら
れ
る
か
ら
、
た
ぐ
そ
れ
が
客
觀
的
な

.
る
も
の(

協
同
社
會)
へ 

參
加
す
る
限
り
に
於
て
道
德
的
で
.あ
る

。

何
と
な
れ
ば
、
社
會
道
德
の
み
が
ま
た
個
人
の
道
德
た
り
得
る
か
ら
で
あ
る
？

)

。

斯
く
て 

社
會
を
以：

て
個
人
'に.
先
行
ず
る
^
說
く
普
遍
主
義
に
於
て
は
じ
めセ

_義

務

の

理

念

は

客

觀

的

•

社
會
理
論
的
蕋
礎
付
け
を
も
つ
こ
と
が 

出
來
.る o 
. 

. 
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' 
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哲
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と
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說
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然
ら
ば
、
普
遍
主
義
財
政
學
；に
於
け
る
租
税
の

.

本
質
的
政
策
概
念f
t
如
何
：
.
に
解
さ
へ
る.
ベ
：含
か。
: :
'

…

へ
：
マ
、
ル
：
ク

.

ス.
は

謂

.ふ

——
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直
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ブ
ル
^

ョ.
5
的

生

產

忆
.
基
ぐ
分.
配

關

係

一
-

勞
賃
石
利
潤\>
刹
潤
と
利
子
、
-地
代
と
利
潤
と
の
關
係 

は
最
も
高
い
租
稅
に
ょ
つ
て
附
隨
條
伴
把
於
て
&

修
茈
せ̂

れ
得
る
が̂

然

^

興

の

基

礎

礎

に

於

て

は

脅

が

彡

れ

な

普
遍
主
義
の
財
政
學.
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，税I

t

l

•
資

本

家

的

顏

組

織

及

び

經

濟

組

織

1

げ

義

然

金
な
る
除
去
そ&

體
さ
，へ
も
，
達

主

養

的

事

象

綴f

何
等
讓

質

的
な
變
化S

ら

袁

い
t

I

I

 

ル
3

|

_

麗

|

7

_

に
は
大
し
て1

マ_

, «
f

る
。.

•
，
.勞

働

虜

級g

し
て
、
I

s

耍
I

問
f

f

れ
た
こ
れ
等
の
す
ベ
て
の
點

(
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I

 

處

著
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f

 

て
’

i

て
あ,

而

し

て

：吾

々

は

主

張

勞

働

者

階

級

は

こ

I

 

ぃ 

キ
シ
？

に
於
て
は
、
租
税
政
策
の

I

は
斯
く
の
如
く
極
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に
限
春
ら
れ
て
居
る
0
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必
然
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先
づ
跃
WJ
に
經
濟
政
紙
學
の&
能
性
と.
い'
ふ
1

題
の
意
味
を
明
に1>
'

や
ぅ
0
::
'!1
^
^

が
に
個
^ .
:

常
識
の
示
す
所
に.
據
つ
て
、
：殊见
|1

議
す
る
ま
で̂

な
い
事
で
あ
る

o. 
'
之
を
岡
題
と
す
る
者
がK

る
な
6>
:'ば 
>
.
恐
らく

何
人
と
雖
も
其 

質
疑
庸
の
諸
識
を
怪
ま
ぬ
も
の
：は
な
^
^

あ
ら
ぅa.
今
日
太
参_

の_

'々
に
於
で
1 :
細
也
ぎ
れ
も
展
る
所
の
成
稱
の
產
業
に
對
す
る
國 

家
の
補
助”.
獎
勵
の.
制
度
や
國
托
祿
定
產
業
保■

育
成
の
爲
に
す
る.
關
税
制
度
の
如

き

は-l
K

に

晷

の

社
#

に
實
行
せ
ら
れ
て
居
る
所

の
一
經 i

*'
策
に
外
^
& ぬ

。.
7
.,
'
パ ̂

へ'

:

ぃ
經
濟
政
策
學
の
可
能
性
は
舭
何
で
あ
ら
ぅ
%:
:.

學
と
い
ふ
意
味
呔
、

〖

#

通

に

：
ば

個

：々

.の

具

體

的

な

政

策

承

晚

に

關

す

る

知

識

の

單

な 

る

集

積

で

紅

弋

、
：此

瓠

の

政

策

弔

段

起

$

鮝
の
嫉
序
ゆ
下
に
論
现
的
に
統:̂
し
セ
詖̂

經
濟
贬
策
學
の
可
能
性
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